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No.457
人　口	19,346 人 [695] (+36 [+19])
　男	 9,780 人 [295] (+20 [+14])
　女	 9,566 人 [400] (+16 [　+5])
世帯数	 8,241 戸 [377] (+31 [+22])

※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 10 月 1日現在（前月比）

７
段
決
め
ッ
！



町たばこ税　3億1572万円　6.54％町たばこ税　3億1572万円　6.54％

町　税
48億

3068万円
60.9％その他

11億4597万円
14.5％

国庫支出金
9億3027万円
11.7％

譲与税
交付金

4億1126万円
5.2％

県支出金
5億4301万円
6.8％

町債
7170万円
0.9％

固定資産税
24億773万円
49.84％

個人町民税
11億2353万円
23.26％

法人町民税
9億3771万円
19.41％

軽自動車税　 　  4444万円　0.92％軽自動車税　 　  4444万円　0.92％
入湯税　 　  　　   155万円　0.03％

民生費
24億4840万円
32.1％

土木費
10億5588万円
13.9％総務費

8億9965万円
11.8％

教育費
8億4931万円
11.2％

衛生費
4億8616万円
6.4％

公債費
6億6843万円
8.8％

消 防 費 2億3529万円　3.1%
農林水産業費 1億2481万円　1.6%

その他
8億4786万円
11.1％

歳　入
79億

3289万円

歳　出
76億

1579万円

歳　入

　　
　　

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　　
　　

　　
　　
　　　

　　　　
　　　　　　　　　　                               自　主　財

　
源
　
（
町
が
自
主
的
に収入する財源）

　
　
　
　
   依
存
財
源
（国

や県
から
交付
される

財源）　　　　　　　　　　　　　  　          　
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源
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町
が
自
主
的
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存
財
源
（国
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から
交付
される
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昭
和
町
の
平
成
26
年
度
決
算
が
、今
年
9
月
に
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。町
が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
は
、み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
や
、国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。	

　
決
算
と
は
、年
度
始
ま
り
の
4
月
か
ら
翌
年
3
月
の
間
に
い
く
ら
収
入
や
支
出
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た「
町
の
家
計
簿
」で

す
。平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
79
億
3
2
8
9
万
円
で
、歳
出
総
額
は
76
億
1
5
7
9
万
円
で
し
た
。

歳入の主なものは自主財源である町税で、歳入全体の 60.9％
を占めています。町税全体では、前年比 14.1％増となる

5 億 9,839 万円の増額となっています。町税の主な内訳は、固定資
産税が 24 億 773 万円、個人町民税が 11 億 2,353 万円、法人町民税
が 9 億 3,771 万円でした。
　一方、国庫支出金では、前年比 6.6％減となる 6,537 万円の減額
になりました。これは、常永土地区画整理事業地内の多目的広場整
備事業費及び、西条小学校への耐震性貯水槽設置事業費の減額が主
な要因です。県支出金では、市町村施設再生可能エネルギー等導入
費や農業施設復旧支援事業の補助金収入により増額となりました。
繰入金は、財政調整基金からの繰入金が減額になり、町債では、常
永多目的広場用地購入のための社会資本整備事業債の減額及び、耐
震性貯水槽設置に係る消防防災施設整備債の借入がありませんでし
たので、前年度比 75％減となる 2 億 1,490 万円の減額になりました。
　結果、平成 26 年度の歳入は、町税の増額が大きく、前年比 1 億 7,870
万円（2.3％）の増額となる 79 億 3,289 万円でした。

基金とは、町が将来に備え
たり特定の目的のため

に資金を積み立て、または定額の
資金を運用するために設けられる
資金で、町の積立預金のことをい
います。

町債とは、町が公園や道路、
学校などの大きな事業

を行うために借り入れるお金（借
金）のことです。これに対し、歳出
の公債費とは、この町債を返済する
ためのお金です。町債を財源とし
た施設は、長期にわたって利用さ
れることから、町債も将来にわたっ
て返済していきます。これは現在
利用する方と将来利用する方が公
平に負担し合うということです。
　平成 26 年度末の基金は、前年比
3 億 401 万円（12.4％）の増額となる
27 億 4,624 万円。町債現在高は、前
年比 5 億 40 万円（7.6％）の減額と
なる 61 億 2,492 万円でした。

平
成
26
年
度 
一
般
会
計
決
算
状
況

歳出は、平成 26 年度、前年比 1 億 5,689 万円（2.1％）の増
額となる 76 億 1,579 万円でした。

　主な歳出について、民生費、教育費、公債費、衛生費及び農林水
産業費は前年より増額、土木費、総務費及び消防費は前年より減額
となっています。
　主な変動要因としては、民生費は、地域介護・福祉空間整備事業
補助金を支出したこと及び臨時福祉給付金並びに子育て世帯臨時特
例給付金事業の実施により前年比 1 億 8,337 万円の増額。土木費は、
平成 25 年度に支出した常永土地区画整理事業地内の多目的広場用
地購入費が大きく、前年比 4 億 5,288 万円の減額。総務費は、法人
町民税等還付金が大幅な減額となり、前年比 6,712 万円の減額。教
育費は、平成 25 年度に実施した杉浦醫院及び体育施設等の改修や
維持補修分が減額となりましたが、小中学校施設整備費において増
額となりました。消防費は、耐震性貯水槽設置事業分の減額。農林
水産業費では、大雪被害に対する経営体育成支援事業費補助金の支
出により増額となりました。

◎人口は、平成27年3月31日現在人口
　（19,136人で計算）

平成26年度末
基金現在高 27億4,624万円

平成26年度末
町債現在高 61億2,492万円

歳    入歳    出

基金・町債 『
昭
和
町
の
家
計
簿
』を
お
知
ら
せ
し
ま
す＊	

歳
入
歳
出
差
引
額
3
億
1
7
1
0
万
円
の

う
ち
平
成
26
年
度
事
業
で
翌
年
度
に
繰
り

越
す
財
源
4
8
9
5
万
円
を
差
し
引
い
た

2
億
6
8
1
5
万
円
は
、前
年
度
繰
越
金
と
し

て
平
成
27
年
度
の
歳
入
と
な
り
ま
す
。

●
譲
与
税
･
交
付
金

自
動
車
重
量
譲
与
税
・
地
方
消
費
税

交
付
金
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金
・

地
方
特
例
交
付
金
な
ど

●
町
債

都
市
計
画
事
業
・
土
地
区
画
整
理
事

業
・
社
会
資
本
整
備
事
業
な
ど
の
借

入
金

●
そ
の
他

保
育
所
運
営
費
保
護
者
負
担
金
・
学

校
給
食
費
保
護
者
負
担
金
・
町
営
住

宅
使
用
料
・
基
金
繰
入
金
・
前
年
度

繰
越
金
な
ど

●
民
生
費

各
種
福
祉
等
に
係
る
経
費
な
ど 　

●
土
木
費

道
路
、河
川
整
備
費
、都
市
計
画
事
業

費
な
ど　

●
総
務
費

庁
舎
維
持
修
繕
、各
地
区
補
助
金
な
ど

●
教
育
費

小
中
学
校
費
、社
会
教
育
費
な
ど　

 

●
公
債
費

町
の
借
金
の
返
済
金　
　
　
　
　

●
衛
生
費

健
康
増
進
費
、清
掃
、環
境
保
全
費

な
ど

●
消
防
費

消
防
団
費
、災
害
対
策
費
な
ど

●
農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
費
、土
地
改
良
事
業
費
な
ど

●
そ
の
他

議
会
費
・
労
働
費
・
商
工
費
・
基
金

積
立
金
な
ど

町債
（借金）
32万円

基金
（貯金）
14万3500円

町民一人当たり基金・町債
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健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の
う
ち
1
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
、早
期
健
全

化
団
体
と
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か
に
公
表	

	
	

２
議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
健
全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告	

	
	

	

３
財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県
知
事
に
報
告	

４
外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　
早
期
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県
知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の
う
ち
、④
将
来
負
担
比
率
を
除
い
た
３
つ
の
比
率
の
う
ち

1
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、財
政
再
生
団
体
と
し
て
国
の
関
与
を
う
け
な
が
ら

財
政
の
再
生
を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か
に
公
表

２
議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
再
生
計
画
を
総
務
大
臣
に
協
議
し
、同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
→
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、災
害
復
旧
事
業
債
な
ど
を
除
き
、地
方
債
の
起
債
が
不
可
能
と
な
る

３
財
政
再
生
計
画
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
、公
表

４
外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

財
政
再
生
計
画
が
実
際
の
財
政
運
営
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、総
務
大
臣
か

ら
予
算
の
変
更
等
、必
要
な
措
置
の
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
、経
営
健
全
化
を
図
る
た
め
、次
の
こ
と

を
行
い
ま
す
。

１
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か
に
公
表

２
議
会
で
承
認
さ
れ
た
経
営
健
全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県
知
事
に
報
告

４
外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

経
営
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県
知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
指
数
が
あ
り
、総
称
し
て「
財
政
指
標
」と
呼
ん

で
い
ま
す
。昭
和
町
の
財
政
状
況
が
健
全
か
ど
う
か
、財
政
に
弾
力
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、借
金
の
占
め
る
割

合
が
高
い
か
低
い
か
な
ど
を
判
断
す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
平
成
26
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断
比

率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昭
和
町
の
平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、早
期
健
全
化
基
準
及
び

経
営
健
全
化
基
準
を
下
回
る
比
率
の
た
め
、健
全
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

用 

語 

解 

説

●
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等（
一
般
会
計
及
び
渇
水
対
策
事
業
特
別
会

計
）を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
。一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

す
べ
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字（
又
は
資
金

の
不
足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。す
べ

て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、町
全
体
と
し
て

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、全
体
の
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利

償
還
金
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率（
3
か
年
平

均
）借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も
の
で

す
。

●
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
。一
般
会
計
等
の
借
入

金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど

の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、将
来
財
政

を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の

で
す
。

●
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
会
計（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）の
資
金
不

足
を
、料
金
収
入
等
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、経
営
状

況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。	

●
標
準
財
政
規
模

自
治
体
が
、標
準
的
な
状
態
の
と
き
、通
常
収
入
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
で
す
。

※
標
準
税
収
入
額
等（
町
税
や
地
方
譲
与
税
な
ど
）＋

普
通
交
付
税
＋
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額

財政指標財政健全化判断比率 と 資金不足比率
　

財
政
基
盤
の
強
弱
を
示
す
指

数
で
、標
準
的
な
行
政
需
要
に
必

要
な
財
源
を
ど
れ
く
ら
い
自
力

で
調
達
で
き
る
か
を
表
し
て
い

ま
す
。こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
財

政
力
に
余
裕
が
あ
り
、「
１
」を
超

え
た
団
体
は
、自
立
し
て
自
主
的

に
財
政
運
営
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、地
方
交
付
税
が

交
付
さ
れ
な
い
、い
わ
ゆ
る「
不

交
付
団
体
」と
な
り
ま
す
。	

　

財
政
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
最

も
一
般
的
な
指
標
で
あ
り
、経
常

的
な
一
般
財
源（
町
税
な
ど
の
よ

う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

財
源
）が
、経
常
的
に
支
出
す
る
経

費（
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
等
）

に
ど
れ
く
ら
い
充
当
さ
れ
て
い
る

か
を
示
す
比
率
で
す
。こ
の
比
率

が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
運
営
が
厳

し
く
な
り
ま
す
。平
成
26
年
度
は
、

町
税
収
入
の
増
額
に
よ
り
、前
年

度
よ
り
9
・
9
ポ
イ
ン
ト
下
が
り

ま
し
た
。

　

公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）に
よ
る

財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
比
率
で
す
。

実
質
的
な
公
債
費
に
費
や
し
た
一
般

財
源
の
額
が
、標
準
財
政
規
模（
標
準

的
な
行
政
活
動
を
行
う
の
に
必
要
な

額
）に
占
め
る
割
合
を
い
い
ま
す
。公

営
企
業
等（
下
水
道
事
業
な
ど
）へ
繰

り
出
し
て
い
る
起
債
の
償
還
分
も
含

ま
れ
、実
質
的
な
公
債
費
を
網
羅
し
て

算
定
し
た
指
数
で
す
。18
％
を
超
え

る
と
地
方
債
の
発
行
に
許
可
を
要
し
、

25
％
を
超
え
る
と
起
債
の
制
限
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
政
力
指
数

 

経
常
収
支
比
率

 

実
質
公
債
費
比
率

平成 26 年度 1.104

平成 25 年度 1.140

平成 24 年度 1.122

平成 23 年度 1.218

平成 22 年度 1.300

平成 26 年度 79.0%

平成 25 年度 88.9％

平成 24 年度 84.1％

平成 23 年度 83.8％

平成 22 年度 80.4％

平成 26 年度 10.3%

平成 25 年度 9.5％

平成 24 年度 10.1％

平成 23 年度 9.7％

平成 22 年度 9.6％

指 標 名
昭和町 比率 参考比率

平成 26 年度 平成 25 年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 	実 質 赤 字 比 率 － － 15.00 20.0

② 	連結実質赤字比率 － － 20.00 30.0

③ 	実質公債費比率 10.3 9.5 25.0 35.0

④ 	将 来 負 担 比 率 45.9 52.9 350.0 －

会 計 名
昭和町 比率 参考比率

平成 26 年度 平成 25 年度 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

※赤字額がないため、①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※将来負担比率については、財政再生基準が設定されていないため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）
資金不足比率

健全化判断比率

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
…

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
…

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
…

詳しい資料等を閲覧できます　　　問い合わせ　企画財政課　財政係（☎ 275-8154）
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秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、11
月
9
日（
月
）か
ら
15
日

（
日
）ま
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。こ
の
時
季
は
、空

気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。火
や
暖

房
器
具
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、期
間
中
、町
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、午
後
９
時

か
ら
30
秒
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。皆
様
の
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
】

　
11
月
9
日（
月
）〜
15
日（
日
）　
午
後
9
時
か
ら
30
秒
間

　
住
宅
用
火
災
報
知
器
は
、火
災
発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
、逃
げ

遅
れ
防
止
な
ど
に
絶
大
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、最
寄
り
の
消
防
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　
企
画
財
政
課　
行
政
係 	（
☎
2
7
5
‐
8
１
５
４
）

　
甲
府
地
区
消
防
本
部	（
☎
2
２
２
‐
1
2
8
4
）	

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
火
災
報
知
機
」

秋
の
火
災
予
防
運
動

11
月
9
日（
月
）〜
15
日（
日
）

 

無
防
備
な　

　

 

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
自
信
を
持
っ
て
孫

育
て
を
す
る
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
盛
り
だ
く
さ
ん
!

頼
れ
る「
じ
い
じ
」、「
ば
あ
ば
」に
な
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。参
加
無
料
で
す
。

日　
時	

11
月
13
日（
金
）午
後
7
時
〜
９
時

	

（
受
付 

6
時
45
分
～
）	

場　
所	

総
合
会
館　
１
階　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
象	

昭
和
町
に
お
住
ま
い
で

　
①
も
う
す
ぐ
祖
父
母
に
な
る
方

　
②
1
歳
ま
で
の
孫
が
い
る
方（
初
孫
で
な
く
て
も
可
）

　
③
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
る
孫
が
い
る
方（
孫
の
住
所
は
問
わ
ず
）

ま
た
は

　
④
昭
和
町
在
住
の
妊
婦
の
実
父
母
・
義
父
母

（
両
親
の
住
所
は
問
わ
ず
）

講　
師	

飯
島
恵
子
助
産
師
・
佐
藤
和
子
助
産
師

内　
容	

○	

講
義「
知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！
い
ま
ど
き
の
孫
育
て
」

	

○	

最
近
の
子
育
て
グ
ッ
ズ
の
紹
介
・
祖
父
母
同
士
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
ほ
か

定　
員	

30
名（
先
着
順
）

持
ち
物	

筆
記
用
具

申
し
込
み
方
法　
電
話
に
て
左
記
ま
で
申
し
込
み

締
め
切
り	　
11
月
６
日（
金
）※
土
日
・
祝
日
を
除
く

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
い
き
い
き
健
康
課　
健
康
増
進
係 （
☎
2
7
5
‐
８
７
８
5
）

お
孫
講
座

〜
知
っ
て
て
よ
か
っ
た
！
い
ま
ど
き
の
孫
育
て
〜

じ
い
じ
・
ば
あ
ば
集
ま
れ
!!

堀内 正美氏（飯喰）

　

来
年
４
月
か
ら
、保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園（
２
・
３
号
）へ
の
入
園
を
希
望
す

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、「
事
務
手
続
き
説
明
会
」を
行
い
ま
す
。

事
務
手
続
き
説
明
会

日　
時　
11
月
9
日（
月
）午
後
７
時
30
分
～

	

（
受
付
午
後
７
時
～
）

場　
所	

総
合
会
館　
２
階　
軽
運
動
室

そ
の
他	

１
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の
託
児
が
可
能
で

す
。託
児
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
案
内
・
申
込
書
配
布
場
所

　

 

○ 

町
内
各
保
育
園
、認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
役
場
福
祉
課
窓
口

申
込
書
提
出
日

日　
時	

11
月
19
日（
木
）20
日（
金
）正
午
～
午
後
７
時

　
　

  

※	

押
原
こ
ど
も
園
の
み
11
月
17
日（
火
）18
日

（
水
）正
午
～
午
後
７
時

場　
所	

第
一
希
望
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

　
　

  

※	

町
外
園（
２・３
号
）を
希
望
の
方
は
、11
月
13

日（
金
）ま
で
に
福
祉
課
へ
。

　
　

  

※	

認
定
こ
ど
も
園（
１
号
）を
希
望
の
方
は
、直

接
園
へ
入
園
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課　
児
童
家
庭
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

　

町
内
３
つ
の
児
童
館
及
び
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
平
成
28
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」の
申
し
込
み
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」は
、保
護
者
が
日
中
に
就
労
や
疾
病
の
た

め
留
守
を
し
て
い
る
家
庭
の
児
童
を
対
象
に
、放
課
後
や
夏
休
み
中

の
児
童
の
預
か
り
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。平
成
28
年
度
中
に
入
会
を

希
望
さ
れ
る
方（
現
在
入
会
中
の
方
・
年
度
途
中
か
ら
の
入
会
希
望

の
方
も
含
む
）は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説　
明　
会	

［
日　
時
］11
月
18
日（
水
）午
後
7
時
30
分
～
9
時

	

　
　
　
　
（
受
付
午
後
7
時
～
）

　

	

［
場　
所
］総
合
会
館　
２
階　
軽
運
動
室

入
級
対
象
者	

小
学
校
１
～
３
年
生
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童

　
	

①
就
労（
共
働
き
）家
庭　
②
母
子
・
父
子
家
庭　

　
	

③
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

定　
  　

員	

押
原
児
童
館
50
名　
西
条
児
童
館
69
名　

	

常
永
児
童
館
69
名　
児
童
セ
ン
タ
ー
30
名

預
か
り
時
間	
［
平　
日
］小
学
校
授
業
終
了
後
～
午
後
6
時
30
分

	
［
土
曜
日
］午
前
8
時
30
分
～
正
午

	
※	
夏
休
み
等
の
小
学
校
休
校
時
の
平
日
は
、午
前
8
時
～

午
後
6
時
30
分
開
館
。夏
休
み
中
の
土
曜
日
は
休
館
。

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課 

児
童
館
統
括
係（
☎
2
7
5
‐
8
7
8
4
） ほ
か

各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で

平
成
28
年
度 

保
育
園
等
入
園
申
し
込
み

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
し
込
み
説
明
会

固定資産評価審査委員会委員を選任
　固定資産評価審査委員の磯

い そ べ

部 寛
ひろし

氏（上河東）の任期満了に伴い、９月の定例議会に
おいて、飯喰区の堀

ほりうち

内正
ま さ み

美氏が選任されました。任期は、平成 27 年 10 月１日から平
成 30 年９月 30 日までの３年間となります。
　また、固定資産評価審査委員は、中立公平な立場で、固定資産税の価格に関する不
服に対して審査決定を行います。

問い合わせ　税務課　資産税係（☎ 275‐8265）

保　育　園 昭和保育園 西条 4185-2	 （☎275-4252）
常永保育園 河西 743-1	 （☎275-6464）
上河東保育園 河西 215	 （☎275-3588）
第二上河東保育園 上河東 521	 （☎275-3846）
富士桜学園 押越 766	 （☎240-7722）
げんき夢保育園　 河東中島 748-1	（☎275-5577）

認定こども園 押原こども園 押越 84	 （☎275-6878）

　

昨
年
度
と
今
年
度
、国
で
は
、消
費
税

率
の
引
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者
の
負
担

に
対
す
る
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
、低
所
得
世
帯
を
対
象
に「
臨
時
福

祉
給
付
金
」を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
期
限
は
12
月
１
日

（
火
）で
す
。対
象
の
世
帯
へ
は
、既
に
申
請
書
類
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、忘
れ

ず
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

給
付
対
象
者

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
昭
和
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

平
成
27
年
度
市
町
村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
な
い

方（
市
町
村
民
税〔
均
等
割
〕が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養

親
族
等
と
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

支
給
金
額	

対
象
者
１
人
に
つ
き
６
０
０
０
円（
１
回
限
り
）

申
請
期
限	

12
月
１
日（
火
）

問
い
合
わ
せ  

　
福
祉
課　
長
寿
社
会
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
期
限
で
す
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▶町長と語らいのとき
　日時：11月4日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：11月13日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：11月18日（水） 

午後1時～4時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：11月11日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：11月14（土）・28日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障害者相談員出張相談（※）
　日時：11月13（金）・27日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：11月19日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　

子
育
て
で
何
か
困
っ
た
時
、地
域
の
人
と
人
を
つ
な
ぐ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
は
、「
第

10
回
交
流
会
」を
行
い
ま
す
。会
員
の
思
い
が
伝
わ
る
総
会
や
、手
作
り
の
秋
ま
つ
り
な
ど
、楽

し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
!!
毎
年
恒
例「
劇
団
ぶ
ー
ら
ん
＋プ

ラ
ス」の

愉
快
な
シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
町
に
住
み
子
育
て
を
支
え
あ
う
沢
山
の
人
と
の
、楽
し
い
交
流
会
で
す
。会
員
の
皆

さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
参
加
無
料
で
す
が
、事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
（
☎
2
7
5
‐
8
1
1
5
）

　

来
年
、平
成
28
年
1
月
10
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

二
十
歳
の
記
念
に
自
分
た
ち
の
企
画
で
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
?
新
成

人
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格	

①	

平
成
28
年
の
新
成
人
の
方（
平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

②	

文
集
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る

方
、や
る
気
が
あ
る
方（
お
友
達
同
士
で
も
結
構
で
す
）

③	

当
日
ま
で
数
回
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数	

5
人
〜
10
人
程
度

締
め
切
り	

11
月
13
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
昭
和
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5
‐
8
6
4
1
）

大
人
へ
の
旅
立
ち
を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
！

フ
ァ
ミ
サ
ポ
秋
ま
つ
り

日　
時	

11
月
28
日
（
土
）

　
［
総　
　

会
］
午
前
10
時
〜
10
時
20
分
頃

　
［
秋
ま
つ
り
］
午
前
10
時
20
分
頃
〜
正
午

場　
所	

総
合
会
館　
軽
運
動
室

持
ち
物	

マ
イ
コ
ッ
プ・マ
イ
ス
プ
ー
ン・

	

マ
イ
バ
ッ
グ

秋
ま
つ
り

  

○	

せ
い
か
先
生
と
木
の
実
ア
レ
ン
ジ

  

○	

お
や
つ
コ
ー
ナ
ー

  

○	

つ
り
・
バ
ス
ケ
コ
ー
ナ
ー

  

○	

乳
児
コ
ー
ナ
ー

締
め
切
り　
　
11
月
20
日
（
金
）

　

10
月
11
日（
日
）、町
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
第
27
回
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」が
、

押
原
公
園
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
午
前
中
雨
と
い
う
天
候
で
し
た
が
、午
後
に
は
天
気
も

回
復
し
、多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
来
場
、ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
27
回
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

▲ 山本譲二 ▲ 田中アキラ▲ ぴっかり高木と
いしいそうたろう

▲ 町民ステージ（舞ほたる、フラダンス・ウキウキレイアロハ、青沼ーズ）

▲ 押原中学校吹奏楽部 ▲ 中島みこし保存会と笑和太鼓
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

　9月、10月、小学校や各地区で運動会が開催されました。

運動会

戦争は終わらない

▲ 戦後 70 年を考える「平和新聞」の展示

　9月19日（土）、飯喰区で建設中の新しい公民館で、上棟式が行われました。
　飯喰区では、長年、区の集会や村祭りなどで熊野神社境内の「飯喰集落センター」を利
用してきましたが、建物の老朽化と区画整理事業で新たな住宅が増える中、新しい集会

施設が心待ちにされてきました。
　上棟式では、秋晴れのもと、区役員、建設業者などが参加し、工事の無
事を祈願するとともに、盛大に「餅投げ」が行われました。最近ではほと
んど目にする機会がなくなってしまいましたが、数十年前までは、棟上
げといえば「建前（たてめえ）」と呼ばれる「餅投げ」が行われるのがこの
あたりの習わし。久しぶり（初めて？）の餅投げに、お年寄りから子供ま
でみんな大喜びでした。
　なお、公民館は来年の2月には完成の予定です。

餅投げに大喜び

交通安全に気を付けて
　9月18日（金）、町内のショッピング
センターで「秋の交通安全運動」の出
発式が行われました。
　出発式では、甲府昭和高校のトライ
スくんが一日警察署長として任命さ
れたほか、押原こども園の園児らが太
鼓の演奏を披露し、交通安全を呼びか
けました。
　秋の日はつるべ落とし。早めのライ
ト点灯や反射材の着用などを心がけ、
交通安全に気を付けてください。 ▲ トライスくんと

甲府昭和高校の皆さん
▲ 押原こども園児の太鼓

▲ 建築中の公民館

　韮崎市の大村智さんのノーベル賞受賞に湧いた10月、広報担当に新種（？）のカボチャ
の話題が舞い込み、取材に伺いました。
　飯喰の今澤豪雄さん宅で、庭先の日よけに棚で育てていたというカボチャは、先端だ
けが膨らんだ細長い不思議な形。同じ棚で育てていたヘチマの花を、カボチャに受粉さ
せたところできたそうです。ヘチマとカボチャを掛け
合わせてみるだなんて、研究者のようですね(^-^)
　まるでヒョウタンみたいなこのカボチャ。見た目は
カボチャとは似ても似つかぬ姿ですが、味はきめが細
かいカボチャそのもの。皆さんのご家庭でも、来年の
緑のカーテンに、試してみては？

しょうわのノーベル賞候補っ !?

▲ あんしんしてください
食べれますよ (^_^)

▲ ヘチマ（左端）とカボチャ（右）

　9月11日（金）・12日（土）、押原中学校で学園祭「第51回若麦祭」が開
催されました。文化祭では、戦後70年となる節目を生徒たちの目で見
つめた「平和新聞」と3年生の学年劇「戦争は終わらない」を披露。魂の叫
びというべき迫真の演技や戦争体験者にインタビューして作った新聞
は、まさに15歳の感受性で切り取った「戦後70年」でした。

▲ 学年劇「戦争は終らない」

▲ リレー（河西）

▲ パン食い競争（河西）

▲ 玉入れ（紙漉阿原）

▲  宝拾い
（清水新居）

フォークダンス▲  
（清水新居）

▲ 組体操（押原小） ▲ リレー（常永小）
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